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＜概要＞

・背景
１．現在、異なる数種の分散型電源からの発電電力を

融通しつつシステム全体の安定制御を図って既存
電力系統と共存させる方法など、自然エネルギー
を用いた分散型電源への実用化への研究が盛ん
に行われている。

・目的
２．そこで、本研究は分散型電源である太陽光発電・

風力発電・燃料電池のそれぞれの特徴を生かした
新エネルギー複合システムの構築を目的とする。

・内容
３．太陽光発電におけるＭＰＰＴ制御条件下での

ＥＤＬCへの充電制御

４．複数台並列接続した小型風力発電機の
最大電力追従制御に関する研究

５．燃料電池における電力補償

ＤＣ

ＡＣ

負荷

インバータ

逆潮流

・気象条件による不安定な出力

商用電源

１、PVの発電電力は最大限EDLCに蓄電・
利用する

２、エネルギー効率、安定性を考え、PV
の発電予測を行いFCを使用する

・安定した出力
・PVの出力を負荷に依存せずに
最大出力するため

・燃料電池の負荷応答を補うため

３、風力発電の発電電力の低さを補うため、複
数台の小型風車を用いたＭＰＰＴ制御を行う

・複数の風力発電機

PEFC

PV

WC

EDLC
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